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１ 鹿児島県庁 

日  時  平成２０年８月７日（木） １３時～１６時 

場  所  鹿児島県庁（鹿児島市鴨池新町１０－１） 

出 席 者  懇話会委員 １８人 

 

(1) 概要説明 

  平成８年９月に、鹿児島市山下町から同市鴨池新町へ新築移転 

  （旧県庁舎から移転先までは、直線距離で約４.５ｋｍ） 

① 完成時期  平成８年9月 

② 敷地面積  ９１,３６７㎡ 

③ 県庁舎の概要 

 

 

 

 

 
 

   ※ Ｓ造：鉄骨造、ＳＲＣ造：鉄骨鉄筋コンクリート造 

④ 事業費 

 

 

 

 

 

⑤ 特記事項 

(ｱ) 検討の経緯 

・旧県庁舎は、大正１４年に建設され、建物の狭隘化・老朽化、駐車場不足に

より、県庁舎の移転が検討される。 

昭和６１年 ５月 「県庁舎整備調査委員会」設置 

（委員長：副知事、関係部長等で構成） 

  ６３年 ３月 「県庁舎建設基金条例」制定 

6月 「県庁舎整備検討協議会」設置 

（県議会議員、学識経験者等２３人で構成） 

      平成 元年 ２月 同協議会会長から知事に対し「鹿児島県庁舎の全面的整

備に関する提言」を提出 

            ３月 県議会「県庁舎整備問題特別委員会」設置 

区 分 延べ床面積 構    造 

行政庁舎 ７８,６２２㎡ Ｓ（一部SRC）造、地下１階・地上１８階 

議会庁舎 １２,６８６㎡ ＳＲＣ造、一部地下１階・地上７階 

警察庁舎 ２４,０４７㎡ ＳＲＣ造、地下１階・地上９階 

計 １１５,３５５㎡  

区  分 事 業 費 摘     要 

建設事業費 ６０６億円  

付帯事業費 ４０億円 ＬＡＮ構築費、備品費、移転費等 

計 ６４６億円 うち県庁舎建設基金 ３０５億円 
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      平成 ２年 3 月 平成２年第１回定例県議会定例会において、県庁舎の移

転先は鴨池新町が敵地である等の県庁舎整備問題特別委

員会委員長の報告を無記名投票により承認 

            ８月 県庁舎建設基本構想を発表 

      平成 ５年 ９月 工事着工 

      平成 ８年 ９月 工事完成 

(ｲ) 移転先の地盤の状況及び対策 
・平成２年度に地盤基本調査を実施 

現庁舎敷地の地盤は、カルデラの一部で、深さ１２０ｍ付近までシラス、転石、

砂が堆積。地下水位は、－２.８～－３ｍでＮ値が低く、液状化の可能性は高い 

・調査結果を踏まえ、地盤改良を実施 

     地盤改良は、バイブロフローテーション工法で実施し、深さ１３ｍ、１.７ｍピ

ッチで６,７００ケ所施工。その結果、Ｎ値が９から１３に向上 

(ｳ) 跡地活用の状況 

平成 7年 7月 学識経験者や県議会・行政経験者２８人で構成された「県庁舎跡

地利用協議会」を設置し検討 

平成８年９月 「跡地利用施設は、県民の多くが参加できる生涯学習施設、国際

交流施設、男女共同参画社会の実現に関する普及啓発施設、介護

に関する普及啓発施設からなる複合的な県民交流センターとす

る。」提言をとりまとめる。 

平成９年３月 「県庁舎跡地には県民交流センター（仮称）として整備する。」と

いう方向で、「県庁舎跡地利用基本構想」をまとめる。 

    平成９年度  「県庁舎跡地利用基本計画」をとりまとめる。 

※「かごしま県民交流センター」の概要 

・建設規模 ＳＲＣ造 地上６階、地下２階 

      延べ床面積 ４４,７２７㎡ 

      駐車場   ５５０台（普通車５３０台、バス２０台） 

・工事期間 平成１２～１４年度 

・事業費  ２２５億円 

・開館日  平成１５年４月２２日 

     ※ 旧庁舎の解体等経費 

      ・行政庁舎・議会庁舎 

解体費 １０億6,６００万円 

        一部保存に伴う改修費（引家経費を含む） １０億３,６００万円 

・警察庁舎 

解体費 ２億２００万円 
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(2) 庁舎視察 

① 行政庁舎 

展望ホール、災害対策本部室、執務室、講堂、県民ホール、県民情報センター 

県政情報センター、中央管理室、食堂、屋外駐車場 など 

② 議会庁舎 

議場、議長室、全員協議会室、常任委員会室 

③ 警察庁舎 

  交通管制センター、通信指令室、科学捜査研究所 

 

(3) 質疑応答  

●委員  維持運営費（水光熱費、清掃関係等）はどのくらいかかっているのか。 

○鹿児島 平成１９年度の実績で、清掃委託費等の庁舎管理に約７,７００万円、水光熱

費など設備関係に約４億２,０００万円、合計で約４億９,７００万円を要してい

る。 

●委員  新庁舎に対する県民の評価はどうか。 

○鹿児島 新庁舎が完成した当時は、不適正な事務処理問題が批判を受けていたという

状況もあり、高額の費用をかけて建てたことに対する批判的な意見もあった。 

しかし、現在では、子供から高齢者まで非常に多くの県民が見学に訪れてお

り、旧県庁舎より県民に使われている。 

 ●委員  これから新しい庁舎をつくる際に配慮した方がよいと思うことはあるか。 

○鹿児島 現在、職員は庁舎内禁煙にしているが、設計時には想定していなかったので、

対応に苦労した。 

      会議室は十分に確保しておいた方がよい。庁外会議室の借上げに経費をかけ

るより、自前の会議室を持っておいた方がよい。 

      インテリジェントビルにしているが、管理機器は１０年程度で交換する必要

があるため、互換性や拡張性に配慮した方がよい。 

      冷房については、パソコン等からの熱負荷の将来の動向を考慮した方がよい。 

●委員  県庁舎が市街地から現在地に移転したことにより、旧県庁舎周辺の商店街へ

の影響はどうだったか。また、それをどのように改善されたか。 

○鹿児島 ３,０００人の職員が移転したが、旧県庁舎周辺には市役所をはじめ税務署等

の国の機関、新聞社等があり、明らかに寂れたということは聞いていない。 

跡地に建設した「県民交流センター」には駐車場も十分あり、多くの県民に

利用されている。 

 ●委員  費用対効果については、新幹線等でよく話題になるが、県庁舎建設での費用

対効果について教えてほしい。 
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○鹿児島 新庁舎建設にかかる費用対効果は、特に算定はしていない。 

      新庁舎建設は、旧庁舎が老朽化し、敷地が狭く現地での建替えができなかっ

たために、現在地へ移転したものである。 

      狭いところで我慢してきたので、設備等が整った庁舎を建てるという考え方

でつくった。新庁舎を建設したことにより、業務の効率は上がっている。 

 ●委員  現庁舎及び旧庁舎の地盤の状況を教えてほしい。 

○鹿児島 現庁舎敷地の地盤は、カルデラの一部で、深さ１２０ｍ付近までシラス、転

石、砂が堆積している。地下水位は－２.８～－３ｍでＮ値が低く、液状化の可

能性は高いとされていたため、地盤改良を行った。 

      地盤改良は、バイブロフローテーション工法で実施し、深さ 

１３ｍ、１.７ｍピッチで６,７００ケ所施工した。その結果、Ｎ値が９から１３

に向上した。 

また、旧庁舎敷地の地盤は良かった。 
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■視察状況写真 
 

○ 鹿児島県庁 
 

 

エントランスホール（行政棟） 県政情報コーナー（行政棟） 

 

県民情報センター（行政棟） 

 

災害対策本部室（行政棟） 

執務室（行政棟） 

 

展望ホール（行政棟） 
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駐車場棟 

 
駐車場屋上緑化 

 
エントランスホール（議会棟） 

 
議場 

 

委員会室（議会棟） 

 

通信指令室（警察本部） 

 


